
'111 

四四Ll
NiOLMTl 

奈良市燥用!i!
主岨白隠休叫てずL

" 111 

111 111 
111' 111' ，，， 1 

111 

!!:IIII 111 iii 1 

ll川ll | 
11' '1 

11 11:: 

'" 

'" 

:: 11:，111 11111 

"ざ位貨市訊F'
ヌ;ト1ト

出ZF11白1怖が雪lソ
ンス盆ガ万わ~:#ι存叩

市民の公ごき (Hl目現盆)

国 722?1rz
開畑山

ニュース 2.3 
控筒闘査錨果から(その1トー-4.5

ママさん特派員レポートー←6

生活瞳膏フン公曹をt<<そう フ

みん忽のページ 8.9 

お知らせ 10-15 
ジリ ズ t<らまちの四季@ト一一16



'--

し

市民マラソ y大会

1266人が力走

ゴー".近aラストスパート釜ずる，ンナー園

ボランティア大会

ポランティ戸活動への関山高める

日ごろ円ンデげ醐.している人や蹴倒

，人制唱。人岬重り市，jI，，，，.バ油相".

"'返りまらセンタ "使命体町}で行われまし".

^会では ポラン.， γグループのの感謝伏"量

刊に酬しでもた臼れあい円ポスター」入

賞者のJI<~~行われたほか、 γ" クシ ，ンと Lて

李嵐..ン，，，グループが「阿季の敏」を手話で

皇賞偲。会場ι 織まヲた.加.允ちも~'，>l，，~に Hli

をした弘がり歌勺てい重 Lた.

その後師宅阪の回附さんが「弘の醐人生

..ぇI:HlUと掴Lた荷揚佳子..受えはがり行

い奮し".

""回市民マ，ゾシ大会が2tll1日に開かれ1描人の

，>少が.加しました

"慮。。回)，2111!(5泊λ3.(2.5101入国や?駅伝

に，};れ褐ノ岬崎摘を元気よ〈ス，.-'.軒
たちはやわりか'J. I1~しの中 "ら.，医大過り断。返し

のヨ 叉を定り それぞれのペ スでさわやかな汗..

Lでい去した

各自制門の優局者(敏県船

【m・S】男子E 国領侭.!'TT:子園累筒しのぷ(招待〉
【2酎肝・附輔副〈奈良配初代奥内
佳奥(高島屋)・釧宅鬼.争生‘似て 辻本治州t.".

訓..・"余良市民走ろう会〉 鈴代 風祖母竹治'̂ "ラ

持7学主..厚怪人〈届史学院)t女てf-1O代値久保
. ，胃袋高〉酬阿保華料【阻即日制

即興子細市民走ろう会〉 ・州 -t;-F八千代〔招
待) 区河、 欄..子〈奈良県〉 ω代 ..方， ，奈
良抱"' 命学生飯野"'照〈容M中〉

【 3 ・6】 'I'~ヤ4 修・開+ 保健 〈朱叢) ..子飼湾

肝〈伏見)T'I''1= 5内子山〔附肝
土舛1lli!14i':(伏見)t中噌"手=男子自ヲ同集 "鳴)
k了一附村央子〔伏見〉

【中理解駅伝】甥子・富腫'0女子=三笠A

市立小・中・高等学校

図画工作・美術作品展

子どもたちの作昂約900点在展示

市立小中高等学校咽副工作輔作舗が

2月6包か旬8日日悼文化.>ター (三条摘

- ，聞で聞か川しむ

会鴻叫聞や人相どの絵画回開

1Ii*~，工作 工去、ヂザイ ム〆包どの個性あふれる作

品醐帥り時世慈しと並べられていtL 1:.会

場を断れた人たち11..f'l'f.¥につW切れている個々の

作賓のョ 1"，も後みはがり然心ぷ 鑑賞していまL

". 
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I 文化財閥火週間

消防訓練やポスターで

文化財の大切さ訴える

回目".抽出泊そうと 1月四か

ら"困の「文化財紡火週間」を't.(.，f:ii'¥防網

i
zわれ
i
a ."とが行われ.した固

市内でM 防火週間を前にしたn自に買巨大

柏崎では日制どによる齢別枇と

があ今た帥春日制陥，，;，i[(h判

どでも万 に・ぇ創舗がむわれました.

2底火 小中写生かb闘しで川文化訓

防火ポスタ ←にll2 1点の“t;.~'jちり'"点.

入貧入選LまLた.金貨に"福住監Fさん

〈抽 花小聞と4川 目さん(醐巾

3 if:)が還ばれま Lた.

木村真也乎さんm作品繍盆・・乎さんの作晶

平滅ウオーク'93

約2，000人ガ怠らまち界わい敵策

伝統芸能の集い

古代の伎楽・舞楽などを楽しむ

。良の歴史をゆ"，り t&l!liがり暢わーでも旬
結うと 2117El 半減ウ eータが行われま Lた.
ζのイベント"、家良太陶路事~""'-"事業のひ

とつとしτ 肺開削でいH ので胤，高〈 、

約2醐人州闘の"'開増に麹."した.

この自のヨ ス思、ささやきの 4更を続て白‘母、
惜剛山醐鱒わいかり伝続的町並みの臨

包りまらを温り 健福J予までの約"'ロ，.加..，、
'"歓送での例議を聞き1..1>'ら思い思t吻ペース
で早稽の二人相臓の散輸を裂しんでいました.

時措に対する酬を標めて，らおう同位

能の集いが 2 月 6 自信り.色.~ター〈東.，僻町〉

で測かれ重した.

今回i山町蜘酬」と姐し制時代叫

伝わる伎気興策 'fttlllをよ演しました
伎楽では、周巨大与聞粗大.. ・3再度法要を機会'.
された酬に."研究腕され允晴子」が「酎

山"ど、山人の慨が古代叫に見入勺

ても"した.
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まちづくりにあなたの声を 市で隠、市民のみ主主さんが格破についてど

<D.ょう巳答え、 何を掴んでいるかを掴ぺ 今

後の施粛に長俊さ曾る定佐久 1957~から密室享

r宗風市政巳ついての也踊割.，宅堅実施して

いぎず.

"".隊①隻語源民、 ②療良市@将来.

③何百の番鍾施賞、@ノーマイカーテ一、 ⑥情

線公開制度の5斑目巳ついて調査しぎし定.
この調査箇県を舎号"かベ.)と4月18

~ (⑥ ⑧)に分けて紹介しま..

調査陣帽の住民単本酋・から無作褐巳網

出レ定20・以上。人3 ぽ"人宅H~.巴、昨年10

月"日 -~8巴行い1. 947人(回収a 54 . 9%) 
怒ら園笹をいただきぎした.

官町田宮参⑤
その 1

由刷 「回答開 j ( "~ "IJ*酬の
田崎川1酬 とLて揖H臨L 小制第

2師時五人しています.
そのた臥百分比吋討が附%に忽ら白

い鳩合があり彦司，.
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